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2008年版人口動態統計によれば、脳血管障害で亡くなった人は約 12万 6千人、全人口に占め

る割合は約 12％とされており、患者数はその 10 倍以上とも言われている。高齢化が進む日本に

あっては、患者数はたえず増加し続けている。 

 脳血管障害に対する鍼灸治療については、今までにも多くの報告がなされているが、本実技セ

ミナーでは天津中医薬大学第１付属病院の石学敏名誉院長が中心になって開発した「醒脳開竅法」

について紹介する。この治療法をとりあげた理由は、鍼灸師が一定のトレーニングの後に、同シ

ステムを活用すると、誰でもほぼ同程度の治療効果を収めることができるからである。この点に

ついては第 47 回全日本鍼灸学会岐阜大会において北海道の禎心会病院のグループが後藤学園と

牧田中医センター共催の醒脳開竅法マスターコースでのトレーニング後に、237 症例を対象に同

等の結果が出せたことを報告している。 

醒脳開竅法の特徴 

１．急性期から取り入れることにより回復を促したり、後遺症を軽くすることができる。 

２．回復期から取り入れても一定の ADLの向上をはかることができる。 

３．トレーニング後に誰でもほぼ同程度の治療効果を収めることができるという再現性がある治

療法である。 

４．治療直後に治療効果がでやすいため、患者と術者が効果を確認しながら治療を進めていくこ

とができる。 

５．患者のリハビリにのぞむモチベーションの向上も期待される。 

６．治療直後に治療効果がでやすいため、リハビリとの医療連携がはかりやすい。 

 以上の特徴をふまえて、急性期、回復期の醒脳開竅法の活かし方、開業鍼灸院での醒脳開竅法

の活かし方、工夫等について紹介する。 

醒脳開竅法は中国鍼が使えないとできないのではないか？と不安を感じている鍼灸師もいるで

あろう。確かに中国鍼の利点として手技・手法の行いやすさはあるが、適切な鍼の選択を行い適

切な手技を行えば、日本鍼でも充分同じ効果を収めることが可能である。本実技セミナーでは、

醒脳開竅法の日本バージョンを紹介する。 

本治療法を医療機関のみでなく、鍼灸治療院、在宅医療の中でどのように活かすことができる

のかを一緒に考えたい。またリハビリテーションとの医療連携により患者の ADL、QOL のいっ

そうの向上・改善がはかられることが期待される。さらに医療費の削減にも貢献しうるものであ

ることを確信している。 


